
平成 16 年 12 月吉日 
各位 

日 本 保 険・年 金 リ ス ク 学 会 

研修会担当理事 金村慶二・河野年洋 

 

JARIP第５回研修会のご案内 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、日本保険・年金リスク学会（JARIP）では会員の研鑽のため、重要なテーマについて

半日程度の研修会を実施しております。 

つきましては、第５回の研修会を下記のとおり開催いたしますので、各位の積極的なご参

加をお願い申し上げます。                                                     敬具 

記 

1．第５回研修会（詳細は別紙） 

日時：2005 年 1 月 25 日（火）午後３時から６時 

講師：藤井 保紀 氏（静岡産業大学経営学部特任教授） 

テーマ：「保険会計はどこへ行くのか」 

場所：ニッセイ同和損害保険（株）42 階 第 1会議室 

 
２．参加申込 

参加者のお名前・ご所属・E-mailアドレス・電話番号および参加希望の研修会名を明記の

上、E-mailにてお申込みください。 
E-mail: office@jarip.org

日本保険・年金リスク学会事務局 担当:中村祐子 

      東京都千代田区丸の内2-5-2 三菱ﾋﾞﾙ9F 〒100-0005  京都大学経済研究所分室 内 
      Tel: 03-3201-5051 Fax: 03-3201-5058 

申込〆切は、2005 年 1 月 20 日（木）です。 

 

３．参加費 

会員；4,000 円、学生会員；1,000 円、非会員；10,000 円 

（法人会員は、３名まで個人会員扱いとなるため、３名までは１人当り 4,000 円、それ以

上は 1人当り 10,000 円となります） 

参加費は、研修会当日、会場受付にてお支払い下さい。 

なお、領収書が必要な方は、必ず事前申込時に領収書の宛先をメールに記載して下さい。  
以上 
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別紙 

JARIP 第５回 研修会 
 

Ａ．日時；2005年1月25日（火）午後３時から６時 

 

Ｂ．場所；ニッセイ同和損害保険（株）42階 第1会議室 

          東京都中央区明石町8-1聖路加タワー，〒104-8556 
 
Ｃ．テーマ；「保険会計はどこへ行くのか」 
 
Ｄ．講師・プロフィール 

 
藤井 保紀（ふじい やすのり）氏 

静岡産業大学経営学部特任教授（国際会計論担当） 

（株）中外製薬、リサ・パートナーズ（株）各監査役 

 

・1964 年一橋大学商学部卒業、その後米国ペンシルバニア大学院修士 

課程修了、ハーバード経営大学院 AMP コース修了 

アジア開発銀行勤務、（株）日本長期信用銀行取締役ロンドン支店長、（株）熊谷組専務取

締役海外本部長を経て 2002 年 4 月より静岡産業大学経営学部特任教授。米国公認会計士資

格保有 

 

・主な著書・論文・翻訳など 

『会計ビッグバンとコーポレート・ガバナンス』 

『国際ネゴシエーションと契約』 

『マーケティング』 

『ファイナンス』など多数 

 

・主な所属学会 

日本会計研究学会、国際会計研究学会、アメリカ会計学会（AAA） 

 

Ｅ．講義の概要 

 

  国際会計基準審議会（IASB）は先年来国際的に通用する保険会計基準を検討してきたが、

長い曲折を経て国際財務報告基準（IFRS）第 4 号として本年 3 月に制定された。しかし保

険業務の内容の複雑さおよび時限性のゆえに第 4 号は完成したものとなりえず、より重要

な保険業務の主要な部分は第 2フェーズへ持ち越されている。 

  IFRS としての保険会計の現状ならびに今後の方向性を理解するためには、現在までの会
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計の進歩発展を跡付け、現在の到達点を理解し、将来の方向を見極める必要がある。同時

に現在資産や負債などがどのように定義付けられているかを IASB のみならずアメリカ、日

本などの「概念フレームワーク」の中に探っていく必要がある。 

  こうした検討を通じて国際会計の基本哲学ならびに国際会計体系の中における保険会計

の位置づけが明確になり、もって上記のテーマに対する回答が用意できると考える。 

 

講演の目次（予定）

１．IFRS４号（保険契約） 

  （１）内容 

  （２）議論点 

  （３）フェーズ２への先送り事項 

２．IFRS/IAS の中の IFRS４号 

  （１）基本思想としての時価主義 

  （２）業種別基準（銀行、農業、保険） 

  （３）時価主義基準の適用（金融商品、固定資産の減損など） 

  （４）負債の時価評価 

３．会計理論の進歩発展 

  （１）歴史概観 

  （２）１５世紀と１９世紀 

  （３）現代会計の変化 

４．財務諸表への現代的要求 

  （１）経済事象の複雑化 

  （２）利用者の要求の変化 

  （３）会計理論への影響 

５．概念フレームワーク上の資産と負債 

  （１）IASB 

  （２）アメリカ、日本、韓国 

  （３）概念フレームワークの収斂 

６．近未来への考察 

  （１）時価会計主義の浸透 

  （２）近未来の会計基準 

  （３）近未来の保険会計 

７．まとめ 

 
以上 
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[地図]聖路加セントルークスタワー 

 
［最寄り駅］ 
日比谷線築地駅より徒歩8分 
有楽町線新富町駅より徒歩8分 
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